
page:1

株式会社京王ズホールディングス
平成22年10月期（第18期）第１四半期

決算説明資料

株式会社京王ズホールディングス
平成平成2222年年1010月期月期（第（第1188期）期）第第１１四半期四半期
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過去２期との業績比較

2,058.611,150.17△309.82１株当たり四半期純利益
（円）

111 （4.0％）48 （1.6％）△9 （-0.3％）四半期純利益

117 （4.2％）67 （2.3％）24 （0.7％）経常利益

130 （4.7％）79 （2.7％）36 （1.1％）営業利益

2,774（100.0％）2,928（100.0％）3,319（100.0％）売上高

H22.10期

第１四半期

H21.10期

第１四半期

H20.10期

第１四半期

■ 平成22年10月期／第１四半期連結業績サマリー■ 平成22年10月期／第１四半期連結業績サマリー

（百万円）

平成20年10月期中に行った飲食事業店舗の閉鎖により、黒字体質への転換が完了し、
平成21年10月期には、クオリティの向上とコスト削減に努め、結果が出ております。
平成22年10月期は、全体的な景気低迷の影響を受けて売上高は減少しておりますが、
売上高対利益率の向上により、前年比128.9％増の四半期純利益を計上しております。

（ ）内数は、対売上高比率となります。
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■ 平成22年10月期／第１四半期連結業績サマリー■ 平成22年10月期／第１四半期連結業績サマリー

過去２期との
財政状況比較

32,827.3027,870.7425,492.82１株当たり純資産額

（円）

32.4％22.4％14.0％自己資本比率

1,8181,263952純資産合計

3,7524,0335,850負債合計

5,5705,2976,803資産合計

H22.10期

第１四半期末

H21.10期

第１四半期末

H20.10期

第１四半期末

（百万円）

移動体通信事業のM&Aに係る費用の
ために低下した自己資本比率は飛躍
的に回復しております。
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■ 第１四半期 事業セグメント別売上高・営業利益■ 第１四半期 事業セグメント別売上高・営業利益

26

137

2,609

H22.10期

第1四半期

31

99

2,797

H21.10期

第1四半期

△15.8％
不動産賃貸
事業

38.8％
テレマーケ
ティング事業

△6.7％
移動体通信
事業

対前年比

事業セグメント別売上高

事業セグメント別営業利益

（百万円）

（百万円）

5

24

138

H22.10期

第1四半期

8

△28

130

H21.10期

第1四半期

△37.4％
不動産賃貸
事業

―
テレマーケ
ティング事業

6.3％
移動体通信
事業

対前年比

■ 移動体通信事業

買い替えサイクルの長期化により、機
種変更台数は減少したものの、スマート
フォン等一部機種は好調に推移し、総販
売台数は前年より増加。平均単価の下落
により売上高は前年比6.7％減の26億09
百万円だが、１台当たり利益の向上によ
り営業利益は前年比6.3％増の１億38百
万円を計上。

■ テレマーケティング事業

前年度より行っている事業再編による
秋田コールセンターの統合があるものの、
新規に保険会社と業務委託契約を締結し、
売上高、収益ともに大幅に改善。

■ 不動産賃貸事業

新規テナントの獲得に努めるも、売上
高は前年比15.8％減の31百万円、営業利
益は前年比37.4％減の5百万円を計上。


